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　7月26日、千葉市議会議場で子ども議会を

開催しました。公募による小学５・６年生の

子ども議会議員と、円滑に議事が進行できる

ように支援をするファシリテーター役の中学

生が、みんなが住み続けたい千葉市にするた

めの提案や質問を行い､ 市長や両副市長､ 教育

グループ別の提案テーマ
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ＶＲやＡＲなどを使った理想の公園づくりや、公園の落ち葉を使ったバイオマ
ス発電について
公園に、災害時の避難所と災害について学べる学習施設としての機能を持たせ
ることについて
交通安全に対する意識を高めたり、自転車の乗り方のマナー向上を図ったりす
るための､ SNSを使った広報活動や、自転車の乗り方講座の開催について
湾岸部を水上バスで繋ぎ、千葉市の名所を巡る観光バスのコースを設定するこ
とで、千葉市外からの観光客を増やし、千葉市のよさを広めることについて
千葉市の公園を、どの世代の人にとっても楽しく安全に、憩いの場として利用
できる、魅力的な場所にすることについて
ごみ問題に対しての市民の意識を高めるため、ごみ問題に対する取組の発表
コーナーを作ることについて
｢どこでもこどもカフェ」の紹介動画や利用したレポート動画等を作成し、
パンフレットに二次元コードを載せることについて
千葉市のユニバーサルデザイン化を進め、誰もが便利で暮らしやすい町になる
ように、｢ちばユニ公式LINE」を作ることについて
千葉市産の食材を使用した給食やお弁当を食べてもらうことについて
地産地消をアピールするための、学校給食時の校内放送等の活用と大人に向け
た広告について

みんなが住み続けたい千葉市にするために
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千葉市の
未来へつ

なぐ議会

長が答弁をしました。事前の学習会では、学校で使用しているタブレット

を用いて提案資料を作成したグループもありました。子ども議会当日は、

タブレットを活用したり、プロジェクターで資料を提示したりするなど、

工夫を凝らした提案が行われました。

　子ども議会での提案は、子ども目線からの貴重な意見として、今後市政

に生かしていきます。
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　　　　　子ども議会の

　　　　経験を生かして、学校

　でもみんなが快適に過ごしやすく

なるように提案したり、みんなで千葉

市のことを考えたりしたいと思いました。

将来、選挙権を得た時には、自分の周りや

自分の街のためになるようなきちんとした

意見を持つ大人になりたいと強く思いま

した。

　　　　　子ども議会に参加して、

　　　　今まで知らなかった地産地

　　　消の取組を理解できたことや、

市長さんや副市長さんの話を直接聞け

て勉強になりました。今後は、自分で

も地産地消に取り組んでいきたいと思

います。また、千葉市の食材を意識し

て食べてみたいと思いました。

　　　　　千葉市がさらによくなるよう

　　　　に千葉市の課題についてみんなで

考え、実際に市長さんたちに提案できたこ

とがうれしかったです。学校の代表委員会

でも、千葉市のことについて話し合いたい

と思いました。千葉市がさらに住みやすい、

　住み続けたい街になればうれしいです。

　　　学習会では、他の

　学校の人と協力しながら

楽しく話し合うことができました。

市長さんたちに、自分たちの考えを

聞いてもらうことができてうれしか

ったです。今後はクラスでごみ問題に

　ついて話し合ったり、対策を考えて実

　　行したりしてみたいです。また、多く

　　　　の人にごみ問題について知っても

　　　　　　　　　　　　らいたいと思い

　　　　　　　　　　　　　　ました。
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確かな学力を育てるために

各学校の ｢学力向上アクションプラン｣ に基づき､「わかる
喜び｣「学ぶ楽しさ｣ を実感できる授業を目指して指導の
工夫・改善を行っていきます。

各学校ではこのように取り組みます

ギガタブ (タブレットＰＣ) を効果的に活用しなが
ら個別学習や協働的な学習を進め､ 進んで学ぶ意欲
や思考力・判断力・表現力等を育んでいきます。

家庭での学習の様子と正答率については相関関係が見られ
ます。宿題がなくても復習や自主学習をするなど、毎日の
積み重ねが学力の維持・向上につながります。

家庭での生活を今一度振り返りましょう家庭での生活を今一度振り返りましょう

家庭生活に関する意識調査からは、朝食の喫食率と正答率
は関連性が見られ、学力状況が「十分満足」の段階にある
子どもの朝食の喫食率は高いです。しっかり朝食をとるこ
とが､落ち着いて学習に取り組む一日のスタートとなります｡

学力状況が「十分満足」の段階にある子どもは、自己肯定
感が高く、家族からもよくほめられると答える割合が高い
傾向も見られます。子どもの自主性を大切にしながら見守
り、できたときには十分認めたりほめたりすることが大切
です｡ 自己肯定感を高めることが､ 学力の向上にもつながっ
ていきます。

　小学５年生・中学２年生は全教科において県平均を上回り

ましたが、小学３年生は国語以外県平均を下回る結果となり

ました。主体的に粘り強く学習に取り組み、知識や技能、思

考力・判断力・表現力を伸ばすことができるよう､「わかる

授業」を推進していきます。

1. 学力状況調査

小学３･５年生､ 中学２年生の学力習得状況

　学力状況が「十分満足」の段階にある子どもは「宿題がな

くてもほとんど毎日学習をする｣ 割合が最も多く､ 小学５年生

では５割以上になります。

　学校と家庭で連携しながら、毎日学習する習慣を身に付け

ていく必要があります。

2. 家庭生活に関する意識調査
家庭学習の時間と学力の関連

あなたの家庭学習の様子は、次のうちどれですか。質 問

※小学３年生、中学２年生についても、同様の傾向が見られます。
※学習状況が「十分満足」の子どもは､「宿題があってもしない」
　の割合が小学３年生で３％、中学２年生で２％とどの段階でも
　少ない割合です。
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　本市では､『夢と思いやりの心を持ち、チャレンジする子ども』の育成を目標に、確かな学力の育成に向けた「わかる授業｣

を推進しています。その一環として、毎年小学３・５年生、中学２年生を対象に、千葉市学力状況調査・意識調査を実施し､

結果を分析して、日々の学習指導の改善に生かしています。今回は、令和３年度調査結果から一部をご紹介します。
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